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脳 SPECT にてアルツハイマー病が否定され、ドネペジル中止後認知リハビリテーションに

よって認知機能が著明に改善した MCI の一例 
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【はじめに】今回我々は、アルツハイマー病と診断され、長期間薬物療法を行なっている

ものの、脳血流シンチにてアルツハイマー病が否定され薬物療法を中止した後、認知リ

ハビリテーションを続けた結果、認知機能が著明に改善した一例を経験したので若干の

考察を加え報告する。 

【症例】70 歳後半、女性、軽度認知機能障害（Ｆ06.7） 

【家族歴】なし 

【既往歴】50 歳頃、 子宮筋腫、C型肝炎、 X－8 年、高血圧 

【生活歴】中学卒業後、工場に勤務。結婚し 2児を出産。仕事は 2年前に引退。 

【現病歴】X－2年物忘れが出現し、買い物の道を間違えたり、同じ物品も何回も購入する

ようになった。X-0.5 年、近医でアルツハイマー病と診断され、ドネペジル処方されその

後 10mg に増量された。しかし改善することなく X年当院物忘れ外来受診。 

【初診時所見】HDS-R 23 点、立体模写：正解、SDS：30、Barthel Index：100、言語表出： 

57 語（8 分野）、頭部 MRI： 左内頚動脈に小動脈瘤、VSRAD 1.38、脳 SPECT：後部帯状

回、楔前部に血流低下を認めない。 

【初診時内服薬】ドネペジル 10mg のほか、抗血小板剤、降圧剤、PPI、抗アレルギー剤 

【治療経過】脳 SPECT 結果を長女に説明後、ドネペジル 10mg の中止希望があり、一方、認

知リハビリテーションは継続した。ドネペジル中止 3ヵ月後、再受診。HDS-R 23 点→29

点と、言語表出（8分野）57 語→76 語と改善していた。X＋0.5 年、HDS-R は、27 点であ

る。 

【考察】現在ドネペジルは、アルツハイマー型認知症、レビー小体病以外には効果が明ら

かにされていない。また、ドネペジルの副作用に認知機能の低下は報告されていない。

今回、A氏は、アルツハイマー病が否定されたため薬物療法を中止し、認知リハビリテー

ションのみ継続したところ、認知機能の著明な改善がみられた。これらから今回認知機

能が回復した背景に、認知リハビリテーションの効果が示唆された。 


